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論文の内容の要旨
　高エネルギー加速器研究機構で実験が行われているBe11e実験において，B＋（B■）中問子のパ（ρ…）ρo希崩壊
の分岐比の測定を行った。その結果分岐比として，B（B＋一一＞ρ十ρc）＝（31，7±τ1±3．9州、、、）xlO凹6の結果を
得た。これは，bクオークがuクオークに崩壊するモードにおいて，B中聞子がベクター粒子対に崩壊する分岐
比の測定として世界初の業績である。更にρ中間子のヘリシティーの測定を行い，次ぎのような測定結果を得た。
rL／F＝94．8±10．6±2．1％．これにより，1㎝giωdina1polarizationが主な崩壊モードであることが確認できた。
　これらの結果を得るため，種々のバックグランドの検証を行い，得られたイベントがバックグランドでないこ
との確認を行っている。
　イベントの選択には，エネルギーバランス△Eとビームエネルギー使用の不変質量Mb。を使用した。△Eのピー
クをフィットしてイベント数を求めM。、のピークでその確認を行った。M。、のイベント領域でない部分のデータを
コントロールサンプルに用い，π十（π一）πO，πキπ’の不変質量の異なる9つの領域でイベントの検証を行い，
シグナルがρ十（ゲ）ρoからきている事を確認して，結果の妥当性を主張している。へりシテイ解析においては，
異なるヘリシティ状態からの崩壊の検出効率にちがいがあることを考慮にいれた，精度の高い結果を得ている。
　将来の研究の方向として，また統計精度はよくないが，この崩壊におけるCP非保存を示す値として，A叩＝0．1
土22．4付6、λs％を得た。
審査の結果の要旨
　B申問子の崩壌の分岐比として，！0万分の1のオーダーの大変小さい値を世界で初めて測定に成功したことは，
大きく注目される。バックグランドの解析も非常に綿密である。
　細かい神経の行き届いた，大変優れた論文である。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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